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An electro-conjugate fluid (ECF) is a kind of functional fluid, which produces a jet flow (ECF jet flow) 
when applied to a high DC voltage. This study is to develop a novel adhesive actuator having a flexible body 
and a suction pad, which are driven by the ECF jet flow. Firstly, we developed a prototype model of the 
actuator with 23.7 mm height, 11 mm wide and 2.4 g weight. Secondly, we carried out experiments of the 
adhesive force measurement for the actuator on an acrylic board. The actuator could generate the maximum 
adhesive force of 0.91 N with the applied voltage of 7.5 kV on the horizontal surface of the acrylic board. 











































































































た ECF 流動発生部，樹脂で成形した ECF タンク，シリ
コーンゴムで成形したラバーバルーンとラバーフィルム




























図 4に ECF 流動発生部の構造と寸法を示す．図 5に試
作した ECF 流動発生部を示す．先行研究の結果[11]を元
に電極の寸法と電極間隔を設計した．この電極対は先端
の直径 0．13 mm の円柱状の炭化タングステン針と中央に
内径 0.3 mm の穴の開いた厚さ 0.3 mm，直径 4 mm の黄銅
の板から構成されている．また，正電極と負電極の間に


























































図 6 吸着アクチュエータの構造図 
  
図 7 試作した吸着アクチュエータ 
 
   
 
(a) 印加電圧 0 kV   (b) 印加電圧 5 kV 
 
図 8 吸着アクチュエータの動作（吸着パッド無し） 
 
   
 
(a) 印加電圧 0 kV   (b) 印加電圧 5 kV 
 









図 10に ECF 流動発生部の発生圧力測定の実験系を示




極の内径は 0.3 mm で，針電極とリング状電極の間隔は














流動発生部を製作して測定を行った．図 11に ECF ジェ











図 11 測定用 ECF流動発生部 
b）結果と考察 
図 12に直流電圧を 0.5 kV 刻みに 10 kV までの印加し
た際の，ECF ジェット発生圧力の変化を示す．最大発生
圧力は，10 kV 印加時に 9.42 kPa である．グラフより，
印加電圧の増加に伴い発生圧力も高くなることがわかる．
グラフより，緩やかな二次曲線を描く特性が読み取れる．
今回の測定では，直流電圧を 10 kV まで印加することが
可能であったが，8 kV 以上印加した場合は断続的に放電
してしまうため電圧を印加できないことが頻度として多


























さ変位 x [mm]と体積変化量 V [mm3]の関係を理解する．
r [mm]はラバーフィルムの半径である．(図 13) 
 
 






図 13 ラバーフィルム高さ変位，半径 
 
図 14にラバーフィルムの変位に対する体積変化量を
示す．ラバーフィルムの変位 x は半径 r に比べて小さい























































   
(a) 0 kPa       (b) 4 kPa         (c) 8 kPa 
 
図 17 ラバーフィルムの変形の様子 
 
 































大吸着力は，7.5 kV の直流電圧を印加した時に 0.91 N で





流動発生部の発生圧力は 1 kV から増加しており，節（2）




電圧印加 2 kV～7 kV の時は比例的に吸着力が増加し
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